
山形県地域公共交通の 
プラットフォーム構築について 

２０２０年７月１５日（水） 

第１回山形県地域公共交通活性化協議会 

１．プラットフォーム構築の全体像 

２．公共交通の運行情報のオープンデータ化とは 

 （１）GTFS-JP及びGTFS-RTとは 

 （２）GTFS-JP作成のメリット、活用イメージ 

３．オープンデータ化の進め方 

令和2年度 山形県地域公共交通協働トライアル推進事業 
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１．プラットフォーム構築の全体像 

県
サ
ー
バ
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ア
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可視化・分析ツール 
＝地域交通の検討、 
 見直しに活用 

経路検索・
ルート 

案内アプリ 
（CP） 

チケット発券 
システム 
（事前決済

等） 

交通事業者の
運行管理 
ツール 

デマンド交
通・タクシー
等の予約配車
システム 

今回構築する範囲 

モビリティプラットフォーム＝データを蓄積 

デジタルマップ       

統計データ（人口、移動実態）、ビッグデータ 

路線・運行情報（GTFS-JP） 

動的な運行情報（バスロケ、運
休・減便・混雑情報/GTFS-RT） 

利用データ（路線別利用者数等、ICカード・整理券データ等） 

交通以外のサービスの情報（商業・医療・観光・公共等） 

データ変換 
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• 県内の公共交通に関わる統計データや交通サービス情報（静的データ／GTFS-
JP）を整理・作成し、県サーバー上にデータ蓄積次 



２．公共交通の運行情報のオープンデータ化とは 

（１）GTFS-JP及びGTFS-RTとは 
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• バス事業者と経路検索等の情報利用者との情報受渡しの為の共通フォーマット 

aomoribus.zip 

標準的なバス情報フォーマットの特徴 
• 国土交通省によって制定 
• バスの運行に係るデータ（停留所、時刻表、運賃等）の共通フォーマット 
• 静的データ(GTFS-JP)と動的データ(GTFS-RT)の2種類が存在 
• 経路検索サービス(MaaSアプリ含む)や地図サービス提供事業者への情報提供時に利用 
• 最近では、バスロケの基礎データ、地域交通網の可視化など、利用用途が拡大 
• 世界的に公共交通のオープンデータとして定着しているデータ形式「GTFS」に準拠 

静的データのイメージ 

 

GTFS 
リアルタイム 

GTFS-JP  

GTFSリアルタイムは 
GTFS-JPを補完 

静的情報 

動的情報 

標準的なバス情報フォーマット 



２．公共交通の運行情報のオープンデータ化とは 

（１）GTFS-JP及びGTFS-RTとは 
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• 日本国内でも普及が進む 

世界のGTFSオープンデータ 

「TRAVIC」  
https://tracker.geops.ch/ 

日本国内のGTFS-JPオープンデータ 

「GTFS-JP」 
https://www.gtfs.jp/ 

2020/7/14現在 
• GTFS-JP 296事業者 
• GTFS-RT 39事業者 

https://tracker.geops.ch/
https://www.gtfs.jp/


２．公共交通の運行情報のオープンデータ化とは 

（２）GTFS-JP作成のメリット、活用イメージ 
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• 自前の経路検索サービスを持つことなく、観光客や住民の移動手段検索を実現 

• 現在Google Mapsに情報掲載されている事業者は都市部・観光地が中心 

 ▶データを整備・提供する事により小規模なバス路線でも掲載可能 

 ▶Google Maps以外の国内経路検索デービスでも情報掲載が可能 

県外地域 

• 経路検索サービスにデータを掲載する事は 
観光客への対応だけでなく、住民の利便性向上にも繋がる 

公共交通 
 

経路検索 
サービス 

県内目的
地 

(観光地等) 

自宅 

 
 
 

観光客な

ど 

 
 
 

住民 



２．公共交通の運行情報のオープンデータ化とは 

（２）GTFS-JP作成のメリット、活用イメージ 
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• 経路検索以外にも様々な場面で活用が始める 

運行頻度路線図 

バスロケやサイネージ機器での活用 帳票の出力 

バスマップでの活用 
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図・表で可視化【Excel】

地図上の可視化【GIS】可視化・分析ツール

＜統合した分析＞

・停留所に着目した集計分析

・系統に着目した集計分析

・便に着目した集計分析

・路線全体の集計分析

・潜在需要の集計

事業者様のデータ
●静的データ
停留所、系統、ダイヤ、運賃等
●利用データ
ICカード、整理券、バスロケ等

人口ビッグデータ
●人口分布
500mメッシュ
1時間単位24時間
平日、休日

• 事業者（市町村）所有のデータを統合して集計し、停留所や系統、便ごとの実態を明らかにする
• さらに携帯電話位置情報による人口ビッグデータを分析することで、潜在需要との対比が可能
• なお分析システムの運用においては、Excelが使えるレベルに照準を置き、GIS等の知識は不要

容易な
取込み

汎用入力
フォーマット

容易な
出力

容易な
集計

（２）GTFS-JP作成のメリット、活用イメージ 

• 蓄積したデータを容易に可視化・分析できるツールとして、KCSが国土交通省と
開発したツールを活用可能（予定） 

２．公共交通の運行情報のオープンデータ化とは 



２．公共交通の運行情報のオープンデータ化とは 

（３）データ整備の失敗事例 
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• 全国では失敗事例も多数存在 

 失敗事例のパターン 
• 利用者目線でのデータ整備がされない 
• GoogleMapsへの掲載だけが目的 
• 国内CPへのデータ提供だけが目的 
• オープンデータの実績（件数）が目的 
• 継続を考えず初回データ作成だけ事業者に丸投げ 

▶最終的には経路検索サービスから情報が削除、 
 利用者への情報提供が途絶えます 

本事業では、実績のあるツールと研修内容で事前に失敗を防ぐ 

今回の事業と同等の研修を全国各地で実施 
 

2018年 
 ・宮崎県（九州運輸局） 
2019年 
 ・愛知県、静岡県、群馬県、和歌山県など 
 



作業の準備（必要な資料の収集） 

３．オープンデータ化の進め方 

本日 
事前の説明会 

第１回 講習会 

オープンデータ化支援作業 

第２回 講習会（WG後） 

• ツール等を活用したGTFS作成方法の説明 
• サンプルデータを用いて皆さんで実際に作業 

• 各交通事業者・市町村のデータを用いた実作業 
 （事前に事務局からデータ送付し、講習会までに課題に取組んでもらう） 
• 来年度以降のデータ更新・活用について 
• 可視化・分析ツールの説明 

可
視
化
・
分
析
ツ
ー
ル 

皆さんに資料提供の 
お願いをします（次頁） 

第1回
WG後に 

第2回
WG後に 

• 次年度以降の継続的な更新作業を見据えたデータ作成・講習 
• 手間・作業量が大きい部分（バス停位置情報やデータ入力作業等）は事務局で実施 
• 講習会は、WG（4地域×２回）の同日に開催します。 
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事務局で作業 事務局
で作業 



３．オープンデータ化の進め方 
• エクセルベースのツール「見える化共通入力フォーマット」を利用して、 

GTFS-JP形式のデータ作成を実施 
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【主な特徴】 

• Excelベースで、特別なソフトウェアが必要ない 

• 西沢ツールと比べて運賃含めて直感的で入力が行いやすい 

• 三重県での運用実績が以前からあり、信頼度が高い 

• ※多くの路線がある事業者には向かない 

• 「その筋屋」との連系機能あり 

https://www.rosenzu.com/net/mieru/fm/mieruV2.3j.pdf


３．オープンデータ化の進め方 
• 皆さんにご提供いただきたい資料は下記の３点 
• 但し、昨年度の総合政策局事業で資料を提供済みの場合は不要 
• 路線バス事業者はデータ量が多いので、個別に相談 
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①停留所一覧 
 （正式名称・緯度経度・のりば・読み・多言語） 

②ダイヤ(通過時刻形式) 
 （時刻刻・運行日・系統名称) 

③運賃 
 （対キロ制は全停留所間が必要) 

 

② 

停留 
所名 

のりば 
番号 

読み 英語 緯度 経度 

●●駅 1 ●●えき ●●Station 38.240 140.363 

●●駅 2 ●●えき ●●Station 38.242 140.360 

市役所 しやくしょ Shiyakusyo 38.242 140.362 

病院 びょういん Byouin 38.240 140.363 

① 

③ 



３．オープンデータ化の進め方 
• Google Mapsへの掲載を希望される方は、 

Googleのアカウント作成を先行してお願いいたします。 
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Google アカウントの作成 




